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交換留学（派遣）帰国報告書

 

留学先大学：  

留学先での所属学部・研究科：  

留学先での在籍身分：  

留学期間：    年   月～  年 月

神戸大学での所属学部・研究科：

学年（出発時）：

本報告書記入日：        年    月 日

1. 留学先大学について

1-1. 留学先大学の「学期」について 
学年開始月日：  月  日

学年終了月日：  月  日

学期：

① 月  日～  月  日

② 月  日～  月  日

③ 月  日～  月  日

④ 月  日～  月  日

1-2. 留学先大学の特長，人気のある分野等 

1-3. 留学先大学のサポートについて記入してください。 
語学面でのサポート：

勉学面でのサポート：

精神面でのサポート：
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住居・生活面でのサポート：

課外活動のサポート：

1-4.  神戸大学の所属学部・研究科にて「単位認定」を申請する予定ですか。 
  はい    いいえ

2. 住居

2-1. 住居についてアドバイスを含め自由に記入してください。（気をつけること等） 

3. 生活について

3-1. 保険について 
どのような種類の保険に加入したかを教えてください。

また，上記以外で加入した保険があれば，ご記入ください。（留学先の国・大学が義務付けている保険等）

3-2. ＰＣ（パソコン）について 
PCの保有の状況：□日本から持参した □現地で購入した □保有しなかった 
住居内のインターネットへの接続の可否：□接続できた  □接続できなかった

住居内でインターネットに接続していた場合，プロバイダー，料金等について記入してください。

大学でのPCの使用の可否：□使用できた □使用できなかった 
大学でPCを使用していた場合，施設の場所や日本語環境等について記入してください。 

3-3. 医療について 
留学中に病院に通いましたか。医療費等について記入してください。

健康管理あるいは衛生面について特に注意すべきこと。
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3-4.  銀行口座等について 
留学先でお金を引き出せるように，どのように準備・手続きしましたか。

3-5.  異文化体験について 
留学先の文化・社会（習慣の違い等）について記入してください。

大学外の現地の人々と，どの程度コンタクトをもちましたか。

課外活動（ボランティア，インターンシップ，アルバイト等）をしましたか。

留学先の「町」についてコメントがあれば，記入してください。（安全性，外国人への態度等）

3-6. 留学期間中に就職活動をしましたか。就職活動をした場合，教えてください。 

4. 経費について

4-1.  奨学金を受給していた場合，奨学金についてご記入ください。 

（財団等名）   ，  円／月 

5. アドバイス及び感想

5-1. 現地で参考となった留学先国の情報（出版物，ホームページ）を記入してください。 

5-2. 日本から持参すると良いと思われるものがあれば，記入してください。 

5-3. 留学することによって得られたことについて記入してください。（語学力の向上，キャリアパスの明確化，

異文化理解等）

※ 語学力については，差し支えの無い範囲で，留学前と帰国後の客観的な指標を教えてください。

留学前：（        ）    点→帰国後（        ）   点

（現地で口座開設、キャッシュパスポート利用等）

その他（渡航費等の支給）  円
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5-4. 振り返ってみて，何が最大のトラブルでしたか。 
 
 
 
 
 
 
5-5. 留学前，留学期間を通じて，神戸大学のあなたへのサポートは適切でしたか。神戸大学への要望があれば 

記入してください。 
 
 
 
 
 

 
5-6.  本留学プログラムを後輩に薦めますか。薦める場合・薦めない場合ともに，理由を記入してください。 
 
 
 
 
 
 
5-7.  留学全体を振り返って，以下の質問に答えてください。 
（５段階評価，５が最も高い評価，１が最も低い評価） 

・留学先大学の授業の「質」（内容，レベル等）に満足しましたか：     
・留学先大学の学生サービスに満足しましたか：    
・留学先の住み心地（安全性等）に満足しましたか：    
・住居の「質」（広さ，料金等）に満足しましたか：    
・全体として留学に係る費用は安かったと思い，満足しましたか：    
・神戸大学の留学に係るサポートに満足しましたか：    
・留学全体の総合的な評価：    
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留学先大学：  

留学先での所属学部・研究科：  

留学先での在籍身分：  

留学期間：    年   月～  年 月

神戸大学での所属学部・研究科：

学年（出発時）：

本報告書記入日：        年    月 日

授業について   

留学中に履修した授業について記入してください。

No. コース名 教授名 時間数

／週

留学先

での単

位数

履修し

ている

学生数

予習，復習，テスト等についてアドバイスも含

めて教えてください。

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

授業（カリキュラム等）のクラスのサイズ，成績評価，現地学生の取り組み等

費用について   

留学期間を通して必要だった費用を記入してください。（概算で結構ですので，円価で記入してください。）

・航空運賃：

・住居費：（月額） ×（留学月数）  ヶ月 ＝ 

・食費： (月額） ×（留学月数）  ヶ月 ＝ 

・保険料：

・その他：

合計：   （留学期間全体の費用）

（現地語・和訳）
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その他 自由に記入してください。（800字～）


	fill_2: 
	email: 
	fill_17: 2
	fill_18: 12
	fill_19: 11
	fill_20: 17
	fill_21: 2
	fill_22: 12
	fill_23: 6
	fill_24: 11
	fill_25: 7
	fill_26: 30
	fill_27: 11
	fill_28: 20
	fill_29: 
	fill_30: 
	fill_31: 
	fill_32: 
	fill_33: 
	fill_34: 
	fill_35: 
	fill_36: 
	fill_37: 留学生（アジア系）が多く、経営学部の半分以上は中国人でした。
	fill_38: 語学学校の提供プログラムを無料で受講できました。
	undefined_2: academic supportを行う部署がありました。


	undefined_3: 心理士の面談を受けることができます。
	fill_1_2: キャンパス内に寮があります。
	undefined_4: Market dayにはsocietyを紹介してもらえます。
	21: キャンパス内の寮は、アクセスが良く便利ですが、金銭的な負担は大きいです。食事はあまり美味しいとは言えません。
	fill_4: 学研災付帯海外留学保険（「付帯海学」）（神戸大学指定の保険）
	undefined_5: UQから指定された保険に留学申請時に加入しました。
	toggle_1: On
	toggle_2: Off
	toggle_3: Off
	toggle_4: On
	toggle_5: Off
	fill_6_2: 寮に入ったため無料。（wi-fi）
	toggle_6: On
	toggle_7: Off
	fill_7_2: 大学の図書館にて利用可能でした。日本語の利用はできませんでした。
	fill_8_2: 風邪で通院しました。保険に加入していたため全額保険負担で金額は不明です。
	undefined_6: 特には思いつきません。
	fill_3: 現地銀行の口座を開設しました。（ANZ）
	undefined_7: 皆、土日はあまり外出せず、家の中で過ごします。夜型で、勉強熱心でした。
	fill_5_2: 週1回程度です。
	undefined_8: インターン（語学交流）と日本食屋でのアルバイトをしました。
	fill_7_3: とても安全な街で、住民はとてもやさしかったです。
	undefined_9: 行いました。ボストンキャリアフォーラムに参加しました。
	fill_1_3: 日本学生支援機構
	52: UQのホームページが参考になりました。
	undefined_11: 日焼け止め、サングラス、就職活動グッツ（スーツ、SPIの本等）です。
	fill_11_2: 語学力や語彙不足で会話をためらうことがなくなったこと。
	54: 食事が合わなかったことです。毎日のことなので辛かったです。それから、風邪をひいた時は対処に困りました。
	fill_9_2: 留学報告書が役に立ちました。
	fill_10_2: 推薦します。文化の大きく異なる場所で、様々な経験を積むことができるからです。
	fill_1_4: 5
	fill_2_2: 5
	fill_3_2: 5
	fill_5_3: 2
	fill_4_2: 2
	fill_6_3: 5
	fill_7_4: 5
	fill_21_2: Media Design
	fill_22_2: Dr Skye Doherty

	fill_23_2: 難易度高め
	fill_24_2: Media and Identity
	fill_25_2: Dr Samantha Lindop
	fill_26_2: 難易度高め（ジェンダー系）
	fill_27_2: Positive Psychology
	fill_28_2: Dr Paul Harnett

	fill_29_2: 毎週のチュートリアルに出席すること
	fill_30_2: Tourist and Visitor Behaviour
	fill_31_2: A/Prop Pierre Benckendorff
	fill_32_2: 課題にツアースポット改革がある
	fill_33_2: Strategic Tourism Management
	fill_34_2: Ms Laura Foley

	fill_35_2: 難易度高め
	fill_36_2: Media Strategies
	fill_37_2: A/Professor Jane Johnston
	fill_38_2: チューターに聞くと優しくアドバイスがもらえる
	fill_39: Performative Communication
	fill_40: Associate Professor Rob Pensalfini
	fill_41: 演劇的な授業です
	fill_42: Families,Households and The Life Course
	fill_43: Lynda Cheshire

	fill_44: グループで活動します
	fill_45: Writing for International Students
	fill_46: Pebby Bailey
	fill_47: 基本から押さえてこつこつ勉強すること
	fill_48: 
	fill_49: 
	fill_50: 
	fill_51: 講義の学生数は多いが、チュートリアルになると少人数になり指導が手厚い。現地の学生は授業を止めても自分の意見をすぐに発表する。
	fill_11_3: 100,000円
	fill_12_2: 180,000
	fill_13: 10
	fill_14_2: 1,800,000
	fill_15_2: 住居費に含む
	fill_16_2: 
	fill_17_2: 
	fill_18_2: 50,000
	fill_19_2: 100,000
	fill_20_2: 2,050,000
	fill_1_6: 　留学に行く前に、英語の勉強を続けておくことがとても大切だと留学に行ってから気付いたため、留学が決定した方には参考にしていただきたいです。留学前の英語力強化によって留学中の生活に大きく差が出ると思います。英語力を少しでも高めることで、負担なく学びたいことを選べたり、躊躇なく人とコミュニケーションを取れるので友達がすぐにできたりすると思います。
    また、留学中に英語力強化のためにしたことは、映画などを1フレーズずつ聞き取り、発音する、というプロセスを繰り返すことです。また、その日始めて知った単語などを毎日まとめ、夜に見返すということも行いました。ただ実践するだけ、オーストラリアで生活するだけでは、せっかく入ってきている知識が、私の場合は右から左へと流れてしまうのでこのような２つの方法で対策しました。
    オーストラリアの生活に関しては、何よりもオーストラリア人の優しさに助けられました。異国の地に一人で向かい、不安でいっぱいだった私にとって、街中で目が合うと微笑んでくれたり、寮で困ったことがあると拙い英語しか話せず聞きとり下手な私にも丁寧に理解できるまで教えてくれる、そんな優しさがあったからこそ10カ月やっていくことができたのだと思います。
    それから、治安面に関しては、一度も怖いシーンに出くわしたことがなく、平和ボケしていると言われがちな日本人でも安心して生活できると思います。特に女性は夜道を一人で歩くことは控えるなど、最低限のことに気をつけていれば大丈夫だと思います。
    授業に関しては、交換留学生は基本的にどの授業もとれるので、自分の学びたいことを比較的に制限なく受けられると思います。ここでの制限は自分自身の英語力だけです。１つの授業が1時間の講義と2時間のチュートリアルで構成され、チュートリアルで詳しく学ぶことができました。負担が大きいのもチュートリアルで、ディスカッションなど発言一つ一つのハードルが高いなど、苦労する点が多々ありました。

	Group1: ‘I‘ð“à—e2
	fill_1: 2017－1
	fill_5: The University of Queensland
	fill_6: Social　science
	fill_7: Excange
	fill_9: 2018
	fill_10: 2
	fill_11: 2018
	fill_16: 23
	fill_12: 発達科学部　人間形成学科
	undefined: 3年
	fill_14: 2019
	fill_15: 2
	fill_8: 11
	Text1: 3
	Text2: TOEIC
	Text3: 835
	Text4: TOEIC
	Text5: 950
	Text7: 3
	Text8: 3
	Text9: 3
	Text10: 
	Text11: 2
	Text12: 2
	Text13: 2
	Text14: 2
	Text15: 2
	Text16: 2
	Text17: 2
	Text18: 2
	Text19: 2
	Text20: 
	21Text1: 100
	Text22: 100
	Text23: 100
	Text24: 150
	Text25: 70
	Text26: 100
	Text27: 40
	Text28: 60
	Text29: 60
	Text30: 
	Text211: 3
	Text311: 3
	Text411: 3
	Text511: 3
	Text611: 3
	undefined_10: 70,000
	undefined_12: 0


